
水道事業会計
令和７年度予算の概要について

資料３



収益的収支（３条予算） 【税抜き】
（単位：円）

１

科目 令和７年度当初予算額 令和６年度当初予算額 【参考】令和６年度決算額

水道事業収益 6,254,204,000 6,286,126,000 6,264,753,084

営業収益 5,862,173,000 5,889,271,000 5,838,963,906

（うち給水収益） （5,175,920,000） （5,238,424,000） （5,167,071,340）

営業外収益 392,016,000 396,840,000 425,759,558

特別利益 15,000 15,000 29,620

水道事業費用 6,238,739,000 6,197,624,000 5,810,409,455

営業費用 6,129,860,000 6,092,133,000 5,714,662,546

営業外費用 99,049,000 95,716,000 94,272,929

特別損失 4,830,000 4,775,000 1,473,980

予備費 5,000,000 5,000,000 0

当年度純利益 15,465,000 88,502,000 454,343,629



収益的収支の主な内容
 水道事業収益 62億5,420万4千円（前年度比3,192万2千円の減）

給水収益 51億7,592万円（前年度比6,250万4千円の減）

⇒過去の実績値や人口推計値等により算出。

 水道事業費用 62億3,873万9千円（前年度比4,111万5千円の増）

浄水場運転事業 24億7,700万円（前年度比2,987万1千円の減）

⇒浄水場等の施設運転や水質の管理を行うための事業。

◎主な内容：県水受水費（20億3,172万9千円）、動力費（2億1,076万4千円）

原水浄水施設維持事業 2億6,170万円（前年度比5,722万7千円の増）

⇒浄水場等や水源を維持管理するための事業。

職員給与費（総係費） 1億8,679万3千円（前年度比2,621万7千円の増）

⇒総係費で発生する職員給与費（水道事業全体の退職給付費を含む）。

 当年度純利益 1,546万5千円（前年度比7,303万7千円の減）
２



資本的収支（４条予算） 【税込み】

（単位：円）

３

科目 令和７年度当初予算額 令和６年度当初予算額 【参考】令和６年度決算額

資本的収入 2,626,028,000 1,174,368,000 1,059,536,712

企業債 2,000,000,000 800,000,000 800,000,000

他会計負担金 30,626,000 38,854,000 37,994,000

工事負担金 508,451,000 257,335,000 131,685,610

水道施設加入金 86,950,000 78,178,000 89,854,600

固定資産売却代金 1,000 1,000 2,502

資本的支出 3,987,286,000 3,973,589,000 3,158,072,261

建設改良費 3,453,972,000 3,368,370,000 2,557,854,599

企業債償還金 528,314,000 600,219,000 600,217,662

予備費 5,000,000 5,000,000 0

資本的収支の不足額 1,361,258,000 2,799,221,000 2,098,535,549



資本的収支の主な内容

 資本的収入 26億2,602万8千円（前年度比14億5,166万円の増）

企業債 20億円（前年度比12億円の増）

⇒内部留保資金残高を調整するため増加。

 資本的支出 39億8,728万6千円（前年度比1,369万7千円の増）

配水管更新事業 22億9,600万円（前年度比6,665万円の減）

⇒重要施設配水管の耐震化や老朽管の更新を行う事業。

◎主な内容：重要施設配水管の耐震化（2,500ｍ）

老朽管の更新（8,400ｍ）

 資本的収支の不足額 13億6,125万8千円（前年度比14億3,796万3千円の減）

⇒損益勘定留保資金等で補填。

４
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